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古代山陰道ＸＲで復元した道路遺構の区間古代山陰道ＸＲで復元した道路遺構の区間
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日置川日置川

養 郷養 郷

会 下会 下

養郷宮之脇遺跡養郷宮之脇遺跡

青谷横木遺跡青谷横木遺跡

養郷新林遺跡養郷新林遺跡

養郷狐谷遺跡養郷狐谷遺跡

道路遺構復元路線道路遺構復元路線https://www.youtube.com/channel/UCzIjQERjFXs50AtjjgtdXJg



養郷宮之脇遺跡養郷宮之脇遺跡

古代山陰道古代山陰道 養郷坂養郷坂

調庸を都に運ぶ人々調庸を都に運ぶ人々

養郷新林遺跡養郷新林遺跡

つづら折りの道路つづら折りの道路

丘陵尾根を走る道路丘陵尾根を走る道路

湿地・沼地湿地・沼地

砂丘砂丘

青谷横木遺跡青谷横木遺跡
青谷平野青谷平野

阿古山22号墳阿古山22号墳

官衙（役所）施設官衙（役所）施設

条里地割（耕地区画）条里地割（耕地区画）

日置川日置川

長尾鼻（岬）長尾鼻（岬）

日本海日本海

潟湖（ラグーン）潟湖（ラグーン） 官衙（役所）施設官衙（役所）施設

日本海を行き交う船日本海を行き交う船

祓所祓所

祭祀具を流した川　　祭祀具を流した川　　

柳並木柳並木

阿古山24号墳阿古山24号墳

駅馬に乗って情報を伝達
する駅使（使者）
駅馬に乗って情報を伝達
する駅使（使者）

（アルファベットは解説の場所を示す）

青谷横木遺跡で確認された古代山陰道は、道幅が６～７ｍあり、両
側には側溝が設置されています。道路は盛土によって作られ、路面
は小石がたくさん入った土で突き固められています。

側溝

青谷横木遺跡では、古代山陰道に
沿って、柳並木がみつかっていま
す。並木は官衙施設の周辺に限定
的に植えられていることから、格
式を高める効果をねらった演出と
考えられます。

青谷横木遺跡では建物跡は確認
されていませんが、複数の柱が
みつかっているほか、出土した
木簡に書かれていた内容から、
気多郡西部（現在の青谷地域）
を治める郡衙（郡の役所）の出
先機関があった可能性が考えら
れます。

尾根の片側を切り取るように掘削し、
その掘った土を利用して谷の斜面側
に盛土を施し、道路を作っています。
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（山本正治 作）

つづら折り
➡

こうしたデータをもとにＸＲを作成し
ています。
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